
 

        

 

 

  

夏休みの間，生活リズムを整え，楽しく過ごせるように，次のことについて家族み

んなで話し合ってみましょう。 

 

 

 

夏休みを元気に，規則正しく過ごすための生活表です。それぞれの項目について，

お子さんと一緒に１日を振り返り“シール”をはりましょう。 

○生活のリズムをくずさないようにしましょう。 

・早寝早起きをしましょう。（おうちでラジオ体操をするのもいいですね。） 

・朝起きたらまず顔を洗いましょう。 

・幼稚園でもしているように，食べたら歯をみがきましょう。 

・冷たいものを飲みすぎたり，食べすぎたりしないようにし， 

食事は三度きちんととりましょう。 

 

○お手伝いをしましょう。 

・年長さんは，野菜や花の水やり，生き物の世話など，友だちと一緒に役割をも

って活動をしています。年少さんも自分の身の周りのことがずいぶん上手にで

きるようになってきました。お手伝いをお願いすると喜んでしてくれます。お

家でも家族の一員として“できる仕事”をまかせてみてくださいね。 

 

～お手伝い～ 

★大人にとっては・・・家族の一員として，子どもに感謝する場面を作ることが

できます。そして子どもの成長を感じることができます。 

★子どもにとっては・・家族のために役立っているという充実感を味わい，大き 

くなった自分を実感できます。また，手先の器用さや物

事を段取りよく行う力が身につきます。 

 

 

ょう。 

 

・絵本の貸し出しを始めてから，子どもたちも絵本に 

関心が高まってきています。2 冊借りて帰ります。 

繰り返し読んであげてください。 

・一日の生活の中に，絵本を読む時間をつくりましょう。親と子どもの心をつな

ぎ，感性豊かな心と創造力が育ってきます。 

 

 

 

・危険な場所で遊んでいたら声をかけあいましょう。 

・花火は，必ず大人の人がついて一緒にしましょう。 

・自転車は，絶対に園児だけで外に乗って出ないようにしましょう。 

・知らない人に声をかけられたり，誘われたりしても，絶対について行かないよ

う再度話をしましょう。 

  
 

「夏休みのわくわくカレンダー」を活用しましょう。 

絵本を読んであげましょう。 

事件や事故にあわないために 

「助かるわ！」「さすが，○ちゃん！」「ありがとう」子どもたちがお手伝いを続けるのと

同じく，お家の方も“ほめる”“感謝する”ことばをかけてあげてください。自信や「次

も何かやってみよう」という意欲になって，いちだんと子どもの成長を促しますよ！ 

いか→（知らない人について）○い○かない 

の →（知らない人の車に）○のらない 

お →（助けて！と）○おおごえをだす 

す →（連れていかれないように）○すぐ逃げる 

し →（近くの大人に何があったか）○しらせる 

合言葉は 

「いかのおすし」 

 

自分の命は 

 自分で守る！ 

「こども 110番の家」 
怖い思いをしたときに「たすけて！」と逃げ込める場所です。お家の近くの『こ

ども１１０番の家』を，ぜひ家族で探してみてください。そして，自分の身の周り

に危険がせまった時にどうするか，一緒に考えてくださいね。 

なつやすみのくらし 


